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皆
川
い
わ
お
県
議
の
、
議
員
活
動
に
お
け
る
重
要
課
題
は
「
先
進
の
山
梨
の
創
造
」
で
あ
り
「
県
民
生
活
の
質
の
向
上
」
だ

年
間
を
通
し
、
全
国
各
地
を
め
ぐ
り
、
調
査
・
研
究
を
し
、
山
梨
県
の
未
来
を
ひ
ら
く
政
策
を
構
築
し
て
い
る

　
ま
た
、
国
政
と
直
結
し
た
議
員
活
動
で
、
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る

国会に菅義偉内閣官房長官を訪ねる皆川いわお県議　
国政と連携し、政策が具体化されていく

山
梨
の
林
業
振
興
を

お
か
や
ま
C
L
T

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

若
い
世
代
を
支
援

広
島
県
庁
の
相
談
拠
点

妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で

社
員
が
決
め
る
勤
務
時
間

マ
ツ
ダ
株
式
会
社

太
陽
光
発
電
の
建
設

山
梨
に
も
可
能
性

主
な
県
外
調
査
報
告

　
　
　
自
民
党
誠
心
会

●
七
月 

岡
山
県
・
広
島
県

　

木
材
関
連
産
業
の
集
積
地
・
岡
山
県

北
部
地
方
が
、
国
内
初
の
C
L
T
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
量
産
工
場
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
い
ず
れ
は
日
本
に

お
い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
C
L

T
工
法
に
よ
る
高
層
建
築
も
実
現
し
そ

う
だ
。

　

岡
山
県
は
「
晴
れ
の
国
」
と
呼
ば
れ

年
間
を
通
じ
て
日
本
一
晴
れ
の
日
が
多

い
。
こ
の
気
候
を
い
か
し
て
太
陽
光
発

電
（
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
の
建
設
が
伸
び

て
い
る
。

　

ま
た
、
小
水
力
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
、
地
熱
発
電
等
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
を
図
る
「
お
か
や
ま
新
エ
ネ

　

マ
ツ
ダ
株
式
会
社
は
国
内
で
も
っ
と

も
進
ん
だ
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
リ

ー
企
業
」
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
け
て
い
る
。
社
員
が
自
分
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
勤
務
時
間
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
、
介
護
離
職
者
が

ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

育
児
休
暇
制
度
も
子
ど
も
が
三
歳
に

な
る
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
山
梨
県
の

「
や
ま
な
し
こ
ど
も
子
育
て
支
援
条
例
」

の
制
定
に
役
立
っ
た
。

　

広
島
県
に
は
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子

育
て
ま
で
、
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
切
れ
目

な
く
支
援
す
る
相
談
拠
点
が
あ
る
。
保

健
師
等
が
継
続
し
て
対
応
し
、
信
頼
関

係
が
あ
り
、
育
児
の
安
心
感
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
の
貧
困
や
、

児
童
虐
待
な
ど
、
リ
ス
ク
の
予
防
、
早

期
発
見
、
早
期
支
援
も
で
き
る
。
広
島

版
「
ネ
ウ
ボ
ラ
・
家
族
支
援
」
だ
。

　

山
梨
県
で
は
す
で
に
県
産
材
を
C
L

T
建
材
と
し
て
利
用
し
、
富
士
北
麓
公

園
陸
上
競
技
場
の
建
設
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成
し
、
地
球

温
暖
化
防
止
や
産
業
振
興
に
努
め
て
い

る
。
日
照
時
間
日
本
一
の
山
梨
県
に
も

検
討
で
き
そ
う
だ
。

　

広
島
県
は
技
術
革
新
力
（
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
）
を
強
化
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
が
創
出
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
と
、
中

小
企
業
の
新
事
業
展
開
や
、
生
産
性
の

向
上
を
促
進
し
て
い
る
。
と
く
に
若
い

世
代
を
対
象
に
、
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
も

実
施
し
て
い
る
。

　

創
業
支
援
情
報
も
豊
富
で
、
W
E
B

サ
イ
ト
も
制
作
し
て
い
る
。
潜
在
的
創

業
希
望
者
の
拡
大
を
図
る
施
策
は
、
山

梨
県
に
も
有
効
だ
。

き
ら
り
支
援
学
校

明
る
く
質
の
高
い
授
業

　

秋
田
県
立
秋
田
き
ら
り
支
援
学
校
は

肢
体
不
自
由
お
よ
び
病
弱
者
で
あ
る
児

童
生
徒
の
多
様
な
教
育
ニ
ー
ズ
に
応
じ

医
療
療
育
機
関
と
連
携
、
安
全
な
教
育

環
境
の
も
と
、
将
来
の
社
会
参
加
と
自

立
に
必
要
な
力
を
育
成
す
る
。

　

自
ら
学
ぶ
・
豊
か
に
表
す
・
健
や
か

に
生
き
る
・
手
を
つ
な
ぐ
を
目
指
し
、

質
の
高
い
授
業
、
地
域
資
源
の
活
用
や

交
流
活
動
も
充
実
し
て
い
る
。

青
森
を
元
気
に
し
た
い

未
来
を
担
う
若
人
育
成

●
八
月 

秋
田
県
・
岩
手
県
・
青
森
県

　

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の

講
座
、
研
修
会
、
事
業
は
多
彩
だ
。

「
パ
ワ
フ
ル
A
O
M
O
R
I
！
創
造
塾
」

は
、
新
た
な
地
域
活
動
者
の
発
掘
を
行

な
い
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
の
促
進
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
強
化
を
図
る
。

　

青
少
年
が
主
体
的
に
行
動
す
る
た
め

の
「
未
来
の
青
森
県
を
担
う
若
人
育
成

講
座
」
は
、
異
年
齢
集
団
に
お
け
る
活

動
を
通
し
、
他
者
と
協
力
し
、
相
互
に

学
び
合
う
。

●
十
一
月 

福
岡
県

福
岡
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

災
害
時
の
救
援
物
資
輸
送

北
九
州
緊
急
物
資
輸
送
セ
ン
タ
ー
で
の
皆
川

い
わ
お
県
議
、
自
民
党
誠
心
会
の
議
員

山
梨
県
で
は
総
合
地
域
防
災
力
の
向
上
を
る

た
め
「
防
災
基
本
条
例
の
策
定
」
に
取
り
組

ん
で
い
る

　

北
九
州
緊
急
物
資
輸
送
セ
ン
タ
ー
は

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
整
備
し
た
県
内
三
か

所
目
と
な
る
災
害
時
の
緊
急
物
資
の
輸

皆川いわお県議「先進の山梨をつくる」

北
九
州
ス
タ
ジ
ア
ム

市
民
に
夢
と
感
動
を

　

山
梨
県
で
は
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
中
心

と
し
た
総
合
球
技
場
建
設
の
調
査
・
研

究
中
だ
。
調
査
を
し
た
「
ミ
ク
ニ
ワ
ー

ル
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
北
九
州
」
は
海
に
近

く
街
中
の
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て
、
市
民

に
夢
と
感
動
を
提
供
し
て
い
る
。

　

本
格
的
ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
て
、
J
R
小
倉
駅
か
ら
徒
歩
七

分
と
ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
一
万
五
千
三

○
○
人
を
収
容
で
き
る
。

送
拠
点
。
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
四
二
台
が

待
機
で
き
る
駐
車
場
と
、
周
辺
住
民
の

避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
○
○
人
分
の
水
や
食
糧
が
三
日
分

備
蓄
で
き
、
避
難
住
民
の
生
活
設
備
も

整
っ
て
い
る
。
総
工
費
一
○
○
億
円
を

か
け
て
整
備
さ
れ
た
。



皆川いわお県議「お城フロント構想」
平成30年3月26日

歴
史
と
文
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ゾ
ー
ン

　
　
甲
府
市
中
心
街
の
活
性
化
へ
向
け
て

「
甲
府
城
周
辺
地
域
活
性
化
実
施
計
画
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

甲
府
城
を
活
か
し
、
歴
史
・
文
化
の
空
間
づ
く
り
、
甲
府
市
中
心
街
の
活

性
化
が
目
指
さ
れ
る
。
皆
川
い
わ
お
県
議
が
提
唱
し
て
き
た
「
お
城
フ
ロ

ン
ト
構
想
」
が
、
さ
ら
に
、
具
体
化
さ
れ
て
い
く
。

日
本
一
の
タ
オ
ル
産
地

今
治
タ
オ
ル
工
業
組
合

川
越
市
の
ま
ち
づ
く
り

中
心
市
街
地
の
活
性
化

九
州
農
産
物
通
商

輸
出
拡
大
を
目
指
し
て

　

九
州
農
産
物
通
商
株
式
会
社
は
「
日

本
の
お
い
し
さ
を
世
界
へ
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
産
地
と
連
携
し
、
農
林
水
産

物
の
輸
出
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
輸
出
を
拡
大
さ
せ
、

併
せ
て
生
産
者
の
所
得
向
上
を
図
る
。

　

イ
チ
ゴ
の
「
あ
ま
お
う
」
を
香
港
に

輸
出
し
た
農
産
物
輸
出
の
先
駆
け
。
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
輸
出
支
援
を
目

指
す
山
梨
県
の
研
究
対
象
だ
。

高
齢
者
向
け
の
就
職
斡
旋

七
〇
歳
現
役
社
会
づ
く
り

　

福
岡
県
の
「
七
○
歳
現
役
応
援
セ
ン

タ
ー
」
は
県
内
四
地
域
に
あ
り
、
高
齢

者
に
な
っ
て
も
元
気
で
働
き
た
い
人
の

た
め
に
、
高
齢
者
向
け
の
求
人
を
開
拓

し
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

は
得
ら
れ
な
い
、
七
○
歳
代
高
齢
者
の

就
職
や
パ
ー
ト
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
斡
旋
を
す
る
。
高
齢
者
の
経
験
や

技
術
を
活
か
す
た
め
の
進
路
も
提
案
し

好
評
で
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

山
梨
へ
の
回
帰
を
支
援

住
宅
や
就
職
情
報
を
提
供

●
二
月 

東
京
都
・
埼
玉
県

　

東
京
の
「
や
ま
な
し
暮
ら
し
支
援
セ

ン
タ
ー
」
は
、
山
梨
へ
の
移
住
、
二
地

域
居
住
、
就
職
を
考
え
て
い
る
人
へ
の

総
合
窓
口
。
山
梨
県
へ
の
移
住
希
望
者

は
全
国
一
多
い
が
、
実
際
に
移
住
し
た

人
は
静
岡
県
よ
り
も
少
な
い
と
い
う
の

「やまなし暮らし支援センター」では、
古民家などの住宅情報、

山梨県やハローワークの求人情報も提供している
　

川
越
市
は
江
戸
文
化
の
歴
史
を
今
に

残
す
城
下
町
で
「
小
江
戸
」
と
呼
ば
れ

る
。
全
国
的
に
中
心
市
街
地
の
衰
退
が

懸
念
さ
れ
る
な
か
「
活
性
化
基
本
計
画
」

を
策
定
し
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
認
定

さ
れ
た
。
現
在
は
観
光
客
七
○
○
万
人

が
訪
れ
る
。

　

甲
府
市
と
共
通
す
る
取
り
組
み
が
多

く
、
中
心
市
街
地
の
課
題
と
し
て
「
ま

ち
の
魅
力
の
創
出
・
強
化
」
「
回
遊
性

の
向
上
」
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

あ
げ
て
い
る
。　

主
な
県
外
調
査
報
告

　   

議
会
運
営
委
員
会

「
四
万
十
ド
ラ
マ
」

  

新
し
い
環
境
観
光
産
業

●
十
月 

高
知
県
・
愛
媛
県

　

四
万
十
川
流
域
町
村
の
出
資
に
よ
り

設
立
し
た
が
、
そ
の
後
、
近
隣
住
民
に

株
式
が
売
却
さ
れ
、
住
民
が
株
主
の
株

式
会
社
に
な
っ
た
。
四
万
十
川
を
共
有

の
財
産
と
し
て
と
ら
え
「
足
元
の
豊
か

さ
、
生
き
方
を
考
え
よ
う
」
と
提
唱
す

る
。

  　

組
合
員
は
一
○
九
社
。
さ
ら
な
る
発

  

展
を
目
指
し
、
タ
オ
ル
製
造
業
に
関
す

  

る
指
導
、
教
育
を
は
じ
め
、
情
報
、
資

  

料
の
収
集
、
提
供
を
行
な
う
。
活
動
範

  

囲
は
世
界
に
広
が
る
。

  　

日
本
の
タ
オ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
な
か

  

に
、
本
当
に
欲
し
い
タ
オ
ル
に
出
会
え

  

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

  

タ
オ
ル
選
び
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
、

「
タ
オ
ル
ソ
ム
リ
エ
」の
育
成
も
は
じ
め

  

た
。

　

自
民
党
山
梨
県
連
の
看
護
対
策
議
員

連
盟
（
会
長
・
皆
川
い
わ
お
県
議
）
は

山
梨
県
看
護
連
盟
と
共
同
で
、
塩
崎
恭

久
厚
生
労
働
大
臣
に
、
看
護
職
の
夜
勤

手
当
の
倍
額
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
塩
崎
厚
生
労
働
大
臣

は
「
看
護
職
の
夜
勤
負
担
増
は
よ
く
理

解
し
て
い
る
の
で
、
人
事
院
へ
の
増
額

要
求
を
検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。

　

ま
た
、
厚
労
省
の
担
当
者
も
「
具
体

的
な
金
額
な
ど
は
ま
だ
お
答
え
で
き
る

段
階
で
は
な
い
が
、
人
事
院
に
増
額
を

要
求
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
」
と

応
じ
た
。

「水辺を造り、情緒あふれる城下町の風情を取り戻したい」と、皆川いわお県議「甲府城と中心街とを結ぶ散策路の
  整備で、回遊機能がうまれ、中心街の魅力が増していく」

看
護
対
策
議
員
連
盟
が

厚
生
労
働
大
臣
に
要
望
書

塩
崎
厚
生
労
働
大
臣
に
要
望
書
を
手
渡
す

山
梨
県
看
護
連
の
皆
川
い
わ
お
会
長

皆川いわお議員

　

農
林
漁
業
の
技
術
や
知
恵
を
活
か
し

「
地
域
に
あ
る
ホ
ン
モ
ノ
」
を
売
り
た

い
と
、
商
品
開
発
・
販
売
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
道
の
駅
の
運
営
も
す
る
。

管
理
職
に
女
性
を
登
用

女
性
支
援
の
企
業
姿
勢

　

株
式
会
社
「
島
忠
」
は
、
さ
い
た
ま

市
の
小
売
業
で
従
業
員
約
六
千
人
。
女

性
の
管
理
職
登
用
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
の
結
果
、
チ
ー
フ
・
リ
ー
ダ
ー
職

の
女
性
比
率
が
上
昇
し
、
女
性
副
部
長

も
誕
生
し
て
い
る
。

　

定
時
で
仕
事
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の

で
き
る
職
場
環
境
を
つ
く
り
、
女
性
の

活
躍
を
推
進
す
る
会
社
方
針
を
明
確
化

し
、
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
啓

蒙
を
し
て
い
る
。

が
現
状
だ
。

　

こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
「
人
が
温
か

く
、
子
育
て
環
境
に
絶
好
」
「
都
心
か

ら
九
○
分
で
利
便
性
も
良
い
」
「
自
然

が
豊
富
で
お
い
し
い
食
べ
物
い
っ
ぱ
い
」

と
訴
え
る
。


